
令和５年６月 

世田谷区教育委員会 

Q1.協力する事業者は具体的になにをすればよい

のですか？ 

A1.子どもたちが、自分から能動的に職業を体験す

る機会を提供いただければと思います。 

 例えば、体験だけでなく、企画の立案から参画でき

る内容であれば、より効果的と考えています。 

Ｑ２．中学２年生の職場体験との違いはなんです

か？ 

Ａ２．授業に必須の職場体験と違って、教育課程外

の活動です。児童・生徒が自らの意思で、自分の思

い描く「働きたい」仕事などの体験に応募できます。 

 単なる参加ではなく、自分のキャリアに生かせる体

験になります。 

Q3.どのような規模で、どれくらいの時間で実施す

ればいいのでしょうか？ 

A３．一瞬の体験から企画立案～制作までの長期間

の体験まで、事業者様の考え方によって規模は様々

に設定できます。 

 体験時間も、一回3時間程度から一日がかりま

で、内容によって変わってくると思います。 

Q4.子どもの申し込みはどのように行われますか？ 

A4.区のホームページから応募フォームでの申し込

みになります。応募が定員を超えた場合は抽選にな

ります。 

その他、ご不明な点は、以下の窓口までお問い合わ

せください。 

ハローキャリアワークＱ＆Ａ 

【問い合わせ先】 

世田谷区教育委員会事務局 教育研究・ＩＣＴ推進課 

住所：世田谷区若林５－３８－１（教育総合センター） 

電 話：０３－６４５３－１５０４，１５３６ 

ＦＡＸ：０３－６４５３－１５３４ 

世田谷区 

ハローキャリアワーク 

 

 「ハローキャリアワーク」は、子どもたちと「社会・

地域・大人・未来」の接点機会を創ることを目指し

ます。  

 子どもたちが地域や社会の仕事やイベントに参

画し、主体性や責任感などを育み、自らのキャリア

や未来について思い描くことができる仕組みです。 

世田谷区のキャリア教育 

キャリア教育とは…… 

子どもたちが自分のよさを信じ、 

思い描く未来を実現するための教育 

教育活動全体で育む 

４つの基礎的・汎用的能力 

  

  

自分を見つめる 

自己理解・自己管理能力 

つながる 

人間関係形成 
・社会形成能力 

動く・活かす 

課題解決能力 

創り出す 

キャリアプランニング 
能力 

 小・中学校では特別活動を要に各教科の特性に応じて

「キャリア教育」を実施しています。 

①学習「学級活動(3)」（主体的な意思決定をします） 

②中学２年生の職場体験（自らの真価を発揮します） 

③キャリア・パスポート（経験を未来へつなげます） 

④キャリアカタログ（取組み事例を共有します） 

↑中学２年生の職場体験の例 

教育課程外で自らのキャリアにつながる 

活動が「ハローキャリアワーク」です。 



ハローキャリアワークの流れ ハローキャリアワーク実践例 

つなぐ役割 

「ファンの人の

ために」と思っ

て活動して、自

分もファンにな

りました。 

グループみんな

で話し合って考

え、提案ができ

てよかった！ 

※令和５年６月～８月に実施予定 

令和４年度の実践例と令和５年度に実施予定のワークです。 

↑株式会社松陰会館 様 

↓リコー・ブラックラムズ 様 

↓学校法人村川学園 様 

新しい肉まんを企

画・作成してイベン

トで販売します！ 

＊教育総合センター（教育研究・ICT推進課） 

 ●事前の打合せ 

 ・協賛企業の募集及び開拓 

 （曜日、頻度、業務・企画内容、人数、開催場） 

 ・対象 世田谷区小学校１～６年生 

     世田谷区中学校１～３年生 

 ・体験日 休日（土日祝日、長期休業日） 

 ・参加に関わる諸経費（保険を含む） 

 ・応募方法は「応募フォーム：区のHP」から 

 ・個人情報、配慮事項など 

 ●当日 

 ・参加する児童・生徒は、現地集合を原則 

 ・家庭との連絡方法の確認 

 ・天候や交通事情での実施の判断（遅刻を含む） 

 ・終了後の安全確認 

 ●事後のまとめ（振り返りを含む） 

  キャリア・パスポートに残すことも 

  

 

 

「キャリア・パスポート」は、学校や家庭、地域で

体験したこと、その時の目標や振り返り、様々な足

跡を小学校入学から高等学校まの卒業まで記し、子

どもの履歴書として役立てていきます。 

学校と地域社会をつなぐ 
ハローキャリアワーク 

働くことを

体験したい 

小中学生に働く

機会と場を提供 

世田谷区の

小中学生 

世田谷区の

企業など 

ハロー

キャリア

ワーク 

教育総合センター 

ハローキャリアワークのねらい 

～Ｗｉｎ‐Ｗｉｎの連携関係～ 

＜児童・生徒＞ 

①キャリア、未来を描く 

  きっかけづくり 

②社会・地域との接点 

  機会創出 

③主体性や責任感を 

  育む 

＜企業＞ 

①子どもたちに企業・大学 

  地域等を知ってもらう 

②社会・地域に貢献する 

  CRS活動 

③子どもを通した新しいアイ

ディアの獲得 

↑リコー・ブラックラムズ 様 

↑株式会社松陰会館 様 

当日の応援フラッグの配布 仲間と使い方の話合い 


